
《 説明 》

第16次共同研究経過報告について

期日 令和元年（2019年）８月29日(木)

場所 ホテルスエヒロ

北海道教育研究所連盟 共同研究推進委員会
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内容

１ 北海道教育研究所連盟（道研連）
共同研究について

２ 第16次共同研究の概要
３ 第16次共同研究１・２年次の取組
４ 第16次共同研究３年次の取組



１ 北海道教育研究所連盟（道研連）
共同研究について
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１ 北海道教育研究所連盟（道研連）共同研究について

道研連共同研究とは

○昭和44年に第１次共同研究が開始

共同研究推進委員（12名）が推進

○道研連に加盟する加盟機関の所員
等によって構成

全ての機関が対象
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１ 北海道教育研究所連盟（道研連）共同研究について

共同研究推進委員の選出(H27～）

全道各地の
所員等12名

道研２ 札幌１ 道教大１

道北

道央

道南
道東



２ 第16次共同研究の概要

6



研究主題

これからの時代に求められる
資質・能力の向上に係る支援
の在り方

２ 第16次共同研究の概要
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研究のねらい

各教育研究所・研修センターが、学校
支援のために活用する研修コンテンツ等
を収集・提供するとともに、各教育研究
所・研修センターが実施する北海道の地
域性等に対応した教員研修の充実を図る
ことにより、これからの時代の教員に求
められる資質・能力の向上に資する。

２ 第16次共同研究の概要
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研究内容１

コンテンツによる支援

研究内容２

ＩＣＴの活用による支援
～ビデオ通話ソフトウェアによる
遠隔研修～

２ 第16次共同研究の概要
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３ 第16次共同研究１・２年次の取組
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３ 第16次共同研究１・２年次の取組
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第15次共同研究

研究内容１ コンテンツによる支援

①学校の実態に応じた研修コンテン
ツの作成

②校内研修に活用できる映像資料の
作成

③メンター研修等の実践事例の収集
・作成
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３ 第16次共同研究１・２年次の取組



①学校の実態に応じた研修コンテンツの作成

（学級経営）

13進行表 研修用スライド資料

３ 第16次共同研究１・２年次の取組



①学校の実態に応じた研修コンテンツの作
成・事例の収集（道徳科の授業づくり）
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３ 第16次共同研究１・２年次の取組



②校内研修に活用できる映像資料の作成

15研修動画「道徳科の授業づくりについて」

北海道教育研究所連盟
Ｗｅｂページ

http://www.dokenren.hokkaido-c.ed.jp/

「研修コンテンツ一覧」に収納

３ 第16次共同研究１・２年次の取組



③メンター研修等の実践事例の収集・作成
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配付資料
（構造的な板書）

活用事例
（ノート指導）

３ 第16次共同研究１・２年次の取組



第15次共同研究

研究内容２ ＩＣＴの活用による支援
～ビデオ通話ソフトウェアによる遠隔研修～

○ビデオ通話ソフトウェア（Skype）を
活用した研修の試行

17

【メリット】
• 移動の必要がないため、時

間を有効に使える。
• 各学校で活用できれば、研

修の機会が増える。
• 遠隔地だけでなく、小・中

連携、他校種、他管内との
交流ができる。

３ 第16次共同研究１・２年次の取組



○ 研究内容２ ＩＣＴの活用による支援

・ビデオ通話ソフトウェアを活用した研修の
実践事例の収集

①遠隔地に所在する研究所員同士の協議に活用した事例

②３つの会場を結んで、相互に実践発表を行った事例

③遠隔地に所在する研究所員同士の実践発表や協議に活用
した事例

④学校で行った講演をSkypeで配信し、研究所で受講した
事例
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３ 第16次共同研究１・２年次の取組



４ 第16次共同研究３年次の取組
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４ 第16次共同研究３年次の取組



○研究内容１ コンテンツによる支援

・研修コンテンツの普及・還元
・活用事例から成果と課題の検証

○研究内容２ ＩＣＴの活用による支援

・ビデオ通話ソフトウェアを活用した
研修等の実践事例の収集
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４ 第16次共同研究３年次の取組



共同研究推進委員でまとめた意見

○研究内容１ 研修コンテンツによる支援
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○ 道研連Ｗｅｂページの登録
＜学 校＞お気に入り、ショートカット
＜各研究所＞Ｗｅｂページにリンク

○ 各研究所・センター所員による活用
・自校で実施 ・研修講座等で宣伝

○ 興味を引く宣伝の工夫

４ 第16次共同研究３年次の取組



「研修コンテンツ紹介リーフレット」の作成
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４ 第16次共同研究３年次の取組



「研修コンテンツ」の紹介（道研連Ｗｅｂページより）
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４ 第16次共同研究３年次の取組



共同研究推進委員でまとめた意見
○研究内容２ ＩＣＴの活用による支援

１ 即実践可能なSkype活用法
(1) 研修講座等での活用（遠隔研修、同時配信）
(2) 所員会議での活用

(3) 授業研究への活用（指導案検討等）

２ 今後、期待できるSkype活用法
(1) 授業での活用（小規模校同士の交流等）
(2) 小・中連携、小・小連携
(3) 校内研修の共有（メンター研修等の共有）

４ 第16次共同研究３年次の取組
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《 説明 》

第16次共同研究経過報告について

期日 令和元年（2019年）８月29日(木)

場所 ホテルスエヒロ

北海道教育研究所連盟 共同研究推進委員会
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